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ODA 事業群（以下は JICA 事業）

JICA 

○○○プログラム（3 ヶ年程度を区切りとして、適宜更新） 

 
ｺﾝﾃﾝﾂ開発・ 

調査研究 

ｺﾝﾃﾝﾂ情報の 

集約 

技術協力 

リソースの斡旋 

研修参加者 
ネットワーク 
の保守と運営 

大学コンソーシアム

事務局 

（幹事大学に設置／コンサルタントの活用） 
業務委託 

遠隔研修の実

施（ｅ専門家） 

運営協議 

課題別研修 

国別研修・在外研修 

長期研修員（無償留学生）

技術協力プロジェクト 

その他 

大学との連携による開発課題への知的リソース結集のための基盤整備（イメージ）

受け入れ型の事業（長期研修員を含む研修事業）を

エントリーポイントとして、研究者のネットワーク

を活用して、日本の知を結集。 

左記の基盤の上に、現地型事業・現地人材とのネ

ットワーク構築などを展開。 

外務省 

プログラムの内

容は ODA の戦略

的方針からみて

の重要性とわが

国の人材の供給

可能性  から決

定。たとえば開発

政策など。 

現地 ODA タスク 

文部科学省 

長期研修委託

講座 

長期研修員・留

学生受け入れ 

本邦研修の 

実施 
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